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2山口県の中小企業（2013年５月号）

シリーズ

進
め
て
い
ま
す
。

【
組
合
員
連
携
で
６
次
産
業
化
目
指
す
】

　

同
組
合
で
は
、
全
国
中
央
会
補
助
事
業

の
「
小
企
業
組
合
成
長
戦
略
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
活
用
し
、
平
成
24
年
度
に
米
粉

と
飼
料
米
で
肥
育
し
た
卵
で
あ
る〝
こ
め
こ
っ

こ
〞
を
使
用
し
た
地
産
地
消
の
菓
子
類
の

市
場
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
企
業
の
㈲
名
田
島
農
産

で
は
、「
６
次
産
業
化
総
合
化
事
業
計
画
」

の
認
定
を
受
け
、
平
成
24
年
２
月
に
米
製

粉
施
設
を
設
置
し
、
米
粉
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
組
合
員

企
業
の
㈱
砂
本
養
鶏
で
は
、今
年
３
月
に〝
こ

め
こ
っ
こ
〞
の
生
産
方
法
に
関
す
る
「
経

営
革
新
計
画
」
の
認
定
を
受
け
、〝
こ
め

た
ま
ご
〞
の
積
極
的
な
生
産
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
の
〝
こ
め
こ
っ
こ
〞
の
生

産
に
使
用
し
て
い
る
飼
料
米
は
、
組
合
員

企
業
で
あ
る
㈱
十
種
の
郷
が
生
産
し
た
飼

料
米
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
㈱
砂

本
養
鶏
で
生
産
し
た
お
米
を
㈲
名
田
島
農

産
で
製
粉
し
、
そ
れ
を
再
び
、
㈱
砂
本
養

鶏
が
ク
ッ
キ
ー
等
の
加
工
品
に
利
用
す
る

６
次
産
業
化
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】

　○　代 表 者：秋本　清夫

　○　組合住所：山口市名田島1146番地

　○　☎ 083-972-7020  FAX 083-972-7082

【組合の主な活動】

共同生産事業　共同販売事業、市場開拓等

山農協同組合

【
設
立
の
経
緯
】

　

生
産
価
格
の
低
迷
や
後
継
者
不
足
、
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
等
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
競
争
力
や
魅

力
の
あ
る
一
次
産
業
を
目
指
す
た
め
、
平

成
23
年
６
月
に
設
立
し
ま
し
た
。設
立
以
来
、

組
合
が
中
心
と
な
り
、
組
合
員
企
業
が
相

互
に
連
携
し
て
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま

で
を
一
貫
し
て
取
り
組
む
６
次
産
業
化
を

山
農
協
同
組
合

等
、
各
社
が
密
接
に
連
携
し
て
６
次
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
米
粉
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
開
催
】

　

今
年
の
３
月
に
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に

は
米
粉
ス
イ
ー
ツ
を
贈
ろ
う
！
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
米
粉
ス
イ
ー

ツ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

米
の
白
と
ホ
ワ
イ
ト
を
結
び
付
け
て
、
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
に
は
、
米
粉
を
使
っ
た
菓
子

を
贈
る
と
い
う
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
、

さ
ら
に
は
、
米
粉
の
認
知
度
を
高
め
る
事

を
目
的
に
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
米
粉
マ
ド
レ
ー
ヌ
作
り
の
実

演
や
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
直
売
を

行
い
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
米
粉
の

魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、

米
粉
普
及
の
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
づ
く
り
の
推
進
】

　

今
後
、
組
合
と
し
て
は
、
㈲
名
田
島
農

産
の
米
粉
と
㈱
砂
本
養
鶏
の〝
こ
め
こ
っ
こ
〞

を
菓
子
等
の
加
工
品
の
原
料
と
し
て
使
用

し
た
、
地
産
地
消
や
高
付
加
価
値
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
商
品
の
販
売
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
麦
粉
か
ら
米
粉
へ
」、「
と
う
も
ろ
こ

し
飼
料
か
ら
お
米
飼
料
へ
」
の
切
り
替
え

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
食
料
自
給
率
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
も
で
き
、
商
品
化
と

販
路
拡
大
に
向
け
、
組
合
と
組
合
員
企
業

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

山口県産米粉「ゆめいしん」

米製粉施設



3 山口県の中小企業 （2013年５月号）

特　　集

産
業
力
・
観
光
力
の
増
強

１　
「
瀬
戸
内
の
産
業
力
」の
再
生
・
強
化

次
世
代
型
産
業
の
育
成
・
集
積

新 

次
世
代
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
事
業

 

７
０
、０
０
０
千
円

　

本
県
産
業
の
特
性
や
強
み
を
活
か
し

て
、
産
学
公
連
携
に
よ
り
県
内
企
業
の
研

究
開
発
や
新
事
業
展
開
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
」

及
び
「
医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
」
に
お

け
る
次
世
代
産
業
の
集
積
を
促
進
し
ま

す
。

新  

や
ま
ぐ
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
応
用
製
品
事
業
化

促
進
事
業 

５
２
、５
０
０
千
円

　
「
や
ま
ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
部
材
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
」
の
研
究
成
果
の
事
業
拡
大
に

向
け
、
県
内
企
業
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
応
用
製
品
の

平
成
25
年
度

山
口
県
商
工
労
働
部
の
事
業
概
要

平
成
25
年
度
は

『
産
業
力・観
光
力
の
増
強
』『
緊
急
的
な
雇
用
対
策
』

に
重
点
的
に
取
り
組
む

展
示
会
出
展
や
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
省
資
源
・
省
エ

ネ
分
野
に
お
け
る
新
事
業
展
開
を
促
進
し

ま
す
。

新  

液
化
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業 

３
５
、０
０
０
千
円

　

本
年
６
月
の
液
化
水
素
製
造
工
場
の
操

業
開
始
を
契
機
と
し
て
、
液
化
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
製
品
の
試
作
開
発
等
を
支
援

し
、
環
境
負
荷
低
減
型
の
次
世
代
産
業
の

集
積
を
促
進
し
ま
す
。

企
業
立
地
推
進
強
化
事
業

 

１
８
、５
０
０
千
円

　

市
町
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

本
県
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
最
大
限
活

か
す
と
と
も
に
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
展

開
し
、
１
社
で
も
多
く
の
優
良
企
業
の
誘

致
と
県
内
企
業
の
設
備
投
資
の
拡
大
に
取

組
み
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
補
助
事
業

 

３
０
０
、０
０
０
千
円

　

県
外
企
業
の
誘
致
に
よ
る
外
部
活
力
の

導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
既
存
企
業

の
内
発
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
工
場
等

の
建
設
、
関
連
施
設
等
の
整
備
に
対
し
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

産
業
団
地
分
譲
加
速
化
事
業

 

１
６
２
、６
８
６
千
円

　

県
関
与
団
地
の
早
期
分
譲
を
促
進
す
る

た
め
、
企
業
の
用
地
取
得
経
費
に
対
し
て

補
助
を
行
う
等
の
取
組
に
よ
り
、
本
県
産

業
団
地
の
分
譲
を
加
速
化
し
ま
す
。

外
資
系
企
業
誘
致
推
進
事
業

 

１
、１
５
５
千
円

　

東
ア
ジ
ア
（
台
湾
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
外
資
系
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

２　
中
小
企
業
の
成
長
支
援

中
小
企
業
力
の
向
上

新  

や
ま
ぐ
ち
夢
づ
く
り
産
業
支
援
フ
ァ

ン
ド
事
業 

１
０
３
、０
０
０
千
円

　

商
工
業
を
中
心
に
農
林
水
産
業
も
含
め

た
総
合
的
な
産
業
力
強
化
を
図
る
た
め
、

総
額
10
億
円
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
創
設

し
、
技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業
の
成
長
や

農
商
工
連
携
等
に
取
り
組
む
企
業
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

新  

産
業
力
・
観
光
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資

金
（
中
小
企
業
制
度
融
資
）

 

﹇
融
資
枠
：
50
億
円
﹈

　

本
県
の
産
業
集
積
を
生
か
し
た
産
業
力

や
観
光
力
の
強
化
等
に
資
す
る
た
め
、
積

極
的
な
設
備
投
資
等
を
行
う
中
小
企
業
者

を
対
象
と
し
て
、
低
利
か
つ
長
期
の
資
金

を
融
通
し
ま
す
。

中
小
企
業
等
知
財
支
援
拠
点
形
成
促
進
事
業

 

１
０
、３
３
０
千
円

　

国
が
設
置
す
る
中
小
企
業
等
の
知
的
財

産
相
談
に
対
応
す
る
一
元
的
な
窓
口
で
あ

る
「
知
財
総
合
支
援
窓
口
」
に
、
企
業
、

地
域
に
お
け
る
現
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

大
学
、
公
設
試
、
支
援
機
関
等
と
の
連
携

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、「
輝
く
、夢
あ
ふ
れ
る
山
口
県
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
５

つ
の
全
力
」
の
取
組
を
本
格
始
動
す
る
た
め
の
『
５
つ
の
全
力
元
年
予
算
』
と
位
置
づ

け
、
商
工
労
働
部
は
、
そ
の
中
で
も
「
産
業
力
・
観
光
力
の
増
強
」「
人
財
力
の
育
成
」

「
安
心
・
安
全
力
の
確
保
」「
県
民
く
ら
し
満
足
度
向
上
」
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

　
特
に
、「
強
い
産
業
力
な
く
し
て
、
明
日
の
地
域
の
活
力
は
生
ま
れ
な
い
」
と
の
認

識
の
下
、『
産
業
力・観
光
力
の
増
強
』
を
最
重
点
課
題
に
掲
げ
、「『
瀬
戸
内
の
産
業
力
』

の
再
生
・
強
化
」「
中
小
企
業
の
成
長
支
援
」「
産
業
人
財
の
創
造
」「
観
光
力
の
向
上
」

の
４
つ
を
柱
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
が
４
年
以
上
連
続
し
て
１
倍
を
下
回
る
な
ど
、
雇
用
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、『
緊
急
的
な
雇
用
対
策
』
と
し
て
、
雇

用
に
対
す
る
不
安
の
解
消
を
図
り
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、

国
や
関
係
市
町
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、離
職
者
の
再
就
職
支
援
に
取
り
組
む
。
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特　　集

に
よ
る
支
援
等
を
行
う
知
財
専
門
人
財
を

配
置
し
ま
す
。

新 
地
域
産
業
成
長
促
進
事
業

 

１
０
６
、０
０
０
千
円

　

産
学
公
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
、
経
営

革
新
・
技
術
革
新
を
通
じ
て
更
な
る
事
業

拡
大
を
目
指
す
企
業
の
取
組
を
支
援
し
、

産
業
振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
推
進
し
ま

す
。

地
域
中
小
企
業
総
合
経
営
支
援
事
業

 

３
０
、２
２
１
千
円

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
中
小
企
業
診
断

士
や
金
融
機
関
Ｏ
Ｂ
な
ど
）
に
よ
る
窓
口

相
談
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
資
源

の
確
保
等
の
支
援
や
、
創
業
講
座
等
の
受

講
環
境
を
提
供
し
、
中
小
企
業
の
振
興
、

経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

拡
中
小
企
業
制
度
融
資

 

﹇
融
資
枠
：
８
７
０
億
円
﹈

　

中
小
企
業
者
が
必
要
と
す
る
低
利
か
つ

長
期
の
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
等
を
図
り
ま

す
。

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業

 

１
、２
５
４
、２
５
５
千
円

　

小
規
模
事
業
者
の
経
営
や
技
術
の
改
善

発
達
を
図
る
た
め
、
そ
の
支
援
専
門
機
関

で
あ
る
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
山
口
県

商
工
会
連
合
会
が
行
う
各
種
の
取
組
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

中
小
企
業
団
体
育
成
指
導
事
業

 

９
９
、４
２
０
千
円

　

事
業
協
同
組
合
の
設
立
を
は
じ
め
と
す

る
中
小
企
業
の
連
携
、
共
同
化
を
推
進
す

る
た
め
、
そ
の
支
援
専
門
機
関
で
あ
る
山

口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
行
う
各
種

の
取
組
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

 

３
、７
３
２
千
円

　

県
内
10
ヵ
所
に
「
経
営
安
定
特
別
相
談

室
」
を
設
置
し
、
経
営
難
等
に
直
面
し
て

い
る
中
小
企
業
か
ら
の
事
前
の
相
談
申
出

を
受
け
、
再
建
の
方
策
や
円
滑
な
整
理
を

進
め
る
こ
と
で
、
倒
産
に
伴
う
社
会
的
混

乱
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

国
際
経
済
交
流
促
進
事
業

 

２
、２
４
０
千
円

　

中
国
と
の
経
済
取
引
を
促
進
す
る
た

め
、
山
口
県
日
中
経
済
交
流
促
進
協
会
が

行
う
経
済
交
流
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
地
域
国
際
展
示
商
談
会
開
催
事
業

 

２
、４
３
４
千
円

　

県
内
中
小
企
業
と
東
ア
ジ
ア
地
域
内
の

企
業
と
の
経
済
取
引
を
促
進
し
、
本
県
経

済
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
の
振
興

新 

農
商
工
連
携
成
長
支
援
事
業

 

１
５
、０
０
０
千
円

　

農
商
工
連
携
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

更
な
る
成
長
を
促
進
す
る
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
商
品
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
販
路
拡
大
を
重
点
的

に
支
援
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
推
進
事
業

 

１
、０
０
０
千
円

　

ふ
る
さ
と
産
業
の
振
興
に
対
す
る
県
民

の
理
解
及
び
関
心
を
高
め
る
た
め
、
一
元

的
な
情
報
発
信
に
よ
る
普
及
啓
発
を
推
進

し
ま
す
。

３　
産
業
人
財
の
創
造

産
業
人
財
の
育
成

新 

も
の
づ
く
り
人
財
育
成
強
化
事
業

 

２
１
、９
９
７
千
円

　

若
年
技
能
者
か
ら
熟
練
技
能
者
ま
で
の

各
段
階
に
応
じ
た
技
能
向
上
や
人
財
育
成

の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
れ

た
技
能
の
継
承
と
、
本
県
も
の
づ
く
り
産

業
を
担
う
中
核
人
財
の
育
成
を
促
進
し
ま

す
。

新  
次
代
を
担
う
産
業
人
財
育
成
推
進
事
業

 

１
３
、４
１
２
千
円

　

企
業
が
持
つ
高
度
な
技
術
力
や
人
財
育

成
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
「
企
業
力
」
の
高
校

教
育
へ
の
積
極
的
な
活
用
や
、
技
能
尊
重

気
運
を
醸
成
す
る
た
め
の
小
・
中
学
校
向

け
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
な
教
育
活
動

を
通
じ
て
、
次
代
の
山
口
県
産
業
を
担
う

産
業
人
財
の
育
成
を
促
進
し
ま
す
。《
教

育
委
員
会
と
の
共
管
事
業
》

新  

中
小
企
業
人
財
確
保
・
定
着
支
援
事
業

 

４
０
、８
３
８
千
円

　

若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

中
小
企
業
情
報
の
収
集
・
発
信
、
出
会
い

の
場
の
提
供
、
採
用
や
職
場
定
着
に
係
る

企
業
相
談
な
ど
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
優

秀
な
人
財
の
確
保
・
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

新  

地
域
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
総
合

推
進
事
業 

１
０
、１
３
６
千
円

　

県
内
及
び
県
外
に
進
学
し
た
大
学
生
等

を
対
象
に
、
県
内
の
地
域
に
密
着
し
た
企

業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
総
合

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
就
職

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
県
内
企
業
が
求

め
る
産
業
人
財
を
育
成
し
ま
す
。

新  

県
外
進
学
者
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

 

２
、
３
３
０
千
円

　

県
外
の
大
学
等
へ
進
学
し
た
県
出
身
の

学
生
な
ど
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
対

し
、
県
内
企
業
と
の
出
会
い
の
場
の
提
供

な
ど
を
通
じ
て
、
県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
を
促
進
し
ま
す
。

就
業
の
促
進

新  

高
校
生
県
内
就
職
総
合
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

１
７
、４
４
２
千
円
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若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
「
高
校

生
就
職
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
求
人
開
拓
や
マ
ッ
チ
ン

グ
に
関
す
る
情
報
収
集
・
集
約
機
能
を
強

化
し
、
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
の
早
期

内
定
に
向
け
、
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

《
教
育
委
員
会
と
の
共
管
事
業
》

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能

強
化
事
業 
８
、８
０
２
千
円

　

一
定
期
間
無
業
の
状
態
に
あ
る
者

（
ニ
ー
ト
）
に
対
し
、
個
別
的
か
つ
継
続

的
な
支
援
を
行
う
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
専
門
家
に

よ
る
き
め
細
か
な
相
談
機
能
等
を
付
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
の
職
業
的
自
立
の

強
化
及
び
県
内
就
職
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

産
業
人
財
育
成
支
援
事
業

 

６
６
５
、６
５
４
千
円

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
で
、
離
職

者
や
新
卒
者
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
等
の
機
動
性
を

活
用
し
た
多
様
な
職
業
訓
練
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
本
県
産
業
を
担
う
人
財
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

若
者
就
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

１
３
０
、４
０
３
千
円

　

高
校
及
び
大
学
等
の
未
就
職
卒
業
者
を

対
象
に
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
及
び
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

よ
る
能
力
開
発
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域

若
年
人
材
の
育
成
・
早
期
正
社
員
化
を
支

援
し
ま
す
。

子
育
て
女
性
等
の
再
就
職
支
援
事
業

 

４
８
、４
５
２
千
円

　

子
育
て
等
の
た
め
長
期
間
職
に
就
い
て

い
な
い
女
性
や
母
子
家
庭
の
母
等
に
対

し
、
託
児
付
き
の
職
業
訓
練
等
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
働
く
意
欲
の
あ
る
女
性
等

の
就
職
を
促
進
し
ま
す
。

や
ま
ぐ
ち
子
育
て
応
援
企
業
育
成
事
業

 

１
、３
８
０
千
円

　

男
女
が
と
も
に
働
き
な
が
ら
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
雇

用
環
境
の
整
備
に
向
け
た
事
業
者
の
取
組

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
子

育
て
を
応
援
す
る
気
運
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業

 

１
、０
０
０
千
円

　

生
活
の
質
や
労
働
生
産
性
の
向
上
に
向

け
た
長
時
間
労
働
の
抑
制
や
、
人
生
の
各

段
階
に
応
じ
て
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で

き
る
雇
用
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
多
様
な
働
き

方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
築
く
た
め
、「
仕

事
と
生
活
の
調
和
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
促
進
し
ま
す
。

障
害
者
就
業
支
援
事
業

 

３
２
、３
０
３
千
円

　

障
害
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
と
能
力

に
応
じ
て
、
多
様
な
就
業
機
会
に
挑
戦
で

き
る
よ
う
職
業
訓
練
等
を
実
施
し
、
障
害

者
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
世
代
就
業
支
援
事
業

 

８
、９
０
０
千
円

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
定
年
退
職
後
な
ど

の
就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
多
様
な
就

業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力

あ
る
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

自
立
・
就
労
総
合
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

１
２
３
、８
０
９
千
円

　

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
包
括
的
な
相
談

支
援
、
多
様
な
就
労
支
援
や
生
活
支
援
な

ど
に
よ
り
、生
活
困
窮
者
の
状
態
に
応
じ
、

自
立
・
就
労
等
を
支
援
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
力
の
確
保

く
ら
し
を
支
え
る
雇
用
の
場
づ
く
り

緊
急
的
な
雇
用
対
策

　

県
内
で
相
次
い
で
い
る
大
規
模
な
雇
用

調
整
の
実
施
に
対
応
し
、
離
職
者
の
県
内

企
業
へ
の
早
期
再
就
職
や
、
各
地
域
に
お

け
る
緊
急
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
等
を
支

援
し
ま
す
。

特 
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
事
業

 

２
４
７
、４
２
１
千
円

　

大
規
模
な
事
業
撤
退
等
が
、
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
止
め
る
た

め
、
国
、
県
、
関
係
市
町
が
連
携
し
、
若

者
を
は
じ
め
と
し
た
離
職
者
の
県
内
企
業

へ
の
早
期
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
関
連

事
業 

２
、５
８
１
、１
０
０
千
円

　

国
の
交
付
金
を
原
資
に
、
県
に
お
い
て

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
を
造

成
し
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
失
業
者
等
に
対
し
て
、
今

後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
い
て
地

域
の
産
業
・
雇
用
施
策
等
に
沿
っ
た
雇
用
・

就
業
機
会
の
創
出
に
資
す
る
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

安
心
な
く
ら
し
づ
く
り

労
働
福
祉
金
融
対
策
費

 

１
、３
２
１
、２
６
２
千
円

　

低
利
の
貸
付
制
度
に
よ
り
、
企
業
倒
産

又
は
事
業
不
振
、
縮
小
等
に
よ
り
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
安
定
や
中
小

企
業
勤
労
者
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す
。

労
働
者
福
祉
対
策
事
業

 

４
、３
５
６
千
円

　

山
口
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
勤
労
者
福
祉
に
資
す
る
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。
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県内の元気のある中小企業紹介㉒

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
め
こ
っ
こ
」
と
山
農
協
同
組
合
員

で
あ
る
㈲
名
田
島
農
産
の
米
粉
を
利

用
し
て
の
「
米
・
米
ブ
ラ
ン
ド
」
の

構
築
、〝
米
・
米
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
〞
等

の
菓
子
類
の
開
発
を
目
指
し
、
新
た

な
市
場
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

山
農
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
㈱

砂
本
養
鶏
は
、
３
月
31
日
付
で
「
経
営

革
新
計
画
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

同
社
は
、
光
市
に
て
養
鶏
業
を
営
ん
で

お
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
後
無
農

薬
の
餌
と
、
で
き
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
平
飼
い
と
い
う
飼
育
環
境
に
こ
だ

わ
っ
た
卵
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
経
営
革
新
計
画
で
は
、
養
鶏

に
必
要
な
飼
料
の
大
部
分
は
現
在
と
う

も
ろ
こ
し
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
穀

物
価
格
の
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、新
た
な
飼
料
と
し
て
県
内
産
の
お
米

（
飼
料
米
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
産

量
や
価
格
の
安
定
性
を
保
ち
、
さ
ら
に

食
料
自
給
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
餌
の
生
産
者
の
顔
ま
で
見
え
る

と
い
う
地
産
地
消
の
安
心
感
を
届
け
る

取
組
み
を
行
い
、
こ
の
養
鶏
が
生
ん
だ

新
た
ま
ご
を
「
こ
め
こ
っ
こ
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

　
「
こ
め
こ
っ
こ
」
は
、
通
常
の
卵
と
比

べ
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
く
、
皮
膚

の
再
生
を
活
発
に
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
レ
チ
ノ
ー
ル
や
心
臓
病
や
が

ん
の
発
病
率
を
低
下
さ
せ
る
と
言
わ
れ

る
オ
レ
イ
ン
酸
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
効
成
分
を

利
用
し
て
、
新
感
覚
プ
リ
ン
等
の
加
工

品
や
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ム
ラ
イ
ス
等
の
新
メ

新
ブ
ラ
ン
ド
卵「
こ
め
こ
っ
こ
」と

 

新
た
な
加
工
品
開
発・販
売
に
取
り
組
む

株
式
会
社
砂
本
養
鶏

お
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社
砂
本
養
鶏

　

代
表
者
：
砂
本　

光
治

　

〒
７
４
３
―
０
０
２
１

　

山
口
県
光
市
浅
江
１
４
０
０
番
地

　

☎
０
８
３
３
―
７
１
―
０
７
０
２

　

℻
０
８
３
３
―
７
２
―
２
７
７
３

　

U
RL http://www.tamagoland.co.jp/

（循環型農場としての取り組み図）

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
飼
育
ス
ペ
ー
ス
を

広
く
と
り
、
の
び
の
び
と
し
た
飼
育

環
境
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
鶏
舎

の
完
成
に
よ
り
、「
長
州
黒
か
し
わ
」

を
年
間
２
万
羽
出
荷
で
き
る
体
制
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
同
組
合
仙
崎
新
鮮
組
は
、
長
門
市

で
周
辺
観
光
施
設
と
リ
ン
ク
し
た
「
ヒ

ト
に
優
し
い
食
」
の
提
供
拠
点
と
し
て
、

組
合
員
の
取
り
扱
う
仙
崎
の
新
鮮
な
水

産
物
や
、
農
産
物
等
を
地
元
消
費
者
や

観
光
客
等
に
提
供
す
る
た
め
の
共
同
販

売
施
設
を
設
置
し
、
新
規
市
場
の
創
出

や
事
業
機
会
の
確
保
に
よ
り
組
合
員
企

業
の
経
済
的
地
位
の
向
上
と
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
組
合
員
企
業
で
あ
る
、
㈲

長
門
ア
グ
リ
ス
ト
は
、
山
口
県
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
地
鶏
で
あ
り
、天
然
記
念
物
「
黒

柏
鶏
（
く
ろ
か
し
わ
）」
の
稀
少
性
や

旨
味
・
歯
ご
た
え
等
の
特
性
を
有
し
た

「
長
州
黒
か
し
わ
」
の
生
産
農
場
で
あ
る

「
扇
舎
（fanfarm

）」
を
こ
の
ほ
ど
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
鶏
舎
で
は
、
循
環
型
を
志
向
す

る
農
場
と
し
て
、
生
産
に
必
要
な
飼
料

等
や
生
産
に
よ
っ
て
発
生
す
る
鶏
糞
等

を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
環

境
負
担
を
で
き
る
だ
け
低
く
し
た
飼
育

方
法
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
安
心
、
安
全
な
肉
質
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
管
理
を
し
や
す
く
十

分
な
運
動
が
で
き
る
鶏
舎
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
扇
舎
（fanfarm

）
で
は
、

管
理
ス
ペ
ー
ス
か
ら
全
体
を
見
渡
せ
な

が
ら
も
、
十
分
な
広
さ
を
確
保
で
き
る

扇
形
の
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
床
面

積
は
２
棟
４
区
画
で
計
２
０
０
平
方

長
州
黒
か
し
わ
を
活
用
し
た

 

循
環
型
の
農
場
を
目
指
し
て

有
限
会
社
長
門
ア
グ
リ
ス
ト

お
問
い
合
わ
せ
先

有
限
会
社
長
門
ア
グ
リ
ス
ト

　

代
表
者
：
末
永　

裕
治

　

〒
７
５
９
―
４
１
０
２

　

山
口
県
長
門
市
西
深
川
上
川
西

 

２
６
０
８
―
２

　

☎
０
８
３
７
―
２
２
―
４
６
７
１

　

℻
０
８
３
７
―
２
２
―
４
５
５
５
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組合等ニュース

　

俵
山
温
泉
合
名
会
社
（
宮
野
修
治
理
事

長
）
で
は
、
俵
山
温
泉
の
活
性
化
対
策
と

し
て
、
中
央
会
の
「
平
成
24
年
度
中
小
企

業
活
路
開
拓
調
査
・
実
現
化
事
業
」
を
活

用
し
、温
泉
の
泉
質
や
温
泉
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
主
体
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
俵
山
温
泉
は
、
酸
化
還
元

反
応
を
示
す
値
が
極
め
て
高
く
、
強
い
抗

酸
化
作
用
・
還
元
力
が
あ
り
湯
が
酸
化
し

に
く
い
た
め
、
鮮
度
の
高
い
湯
が
維
持
さ

れ
還
元
効
果
が
持
続
す
る
な
ど
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
４
月
月
15
日
㈪
に
俵

山
の
湯
が
名
湯
と
さ
れ
る
の
は
、
温
泉
の

持
つ
抗
酸
化
作
用
・
還
元
力
と
温
泉
に
溶

け
込
ん
で
い
る
水
素
の
濃
度
に
あ
る
、
と

し
て
大
西
長
門
市
長
に
同
席
い
た
だ
き
記

者
発
表
し
ま
し
た
。

　

宮
野
理
事
長
は
「
俵
山
温
泉
を
『
再
生

の
温
泉
』
と
し
て

個
性
化
と
差
別
化

を
図
り
、
俵
山
の

温
泉
力
を
発
信
し

活
性
化
に
努
め
た

い
。」
と
今
後
の

抱
負
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

俵
山
温
泉
の

 
「
還
元
力
」を
発
信
！

俵
山
温
泉
合
名
会
社

　

４
月
20
日
㈯
、
協
同
組
合
田
布
施
地
域

交
流
館
（
守
田
英
正
理
事
長
）
は
、
恒
例

の
地
域
交
流
館
三
大
祭
り
「
町
お
こ
し
田

布
施
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
こ
春
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
、
交
流
館
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
「
無
料
の
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
ま
い
」

が
あ
り
、
寒
い
体
を
温
め
て
か
ら
店
内
へ

入
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
は
、
菓
子
工
房

の
大
人
気
商
品
で
あ
る「
生
苺
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

買
い
物
を
し
た
レ
シ
ー
ト
を
持
っ
て
、
空
く

じ
な
し
の
レ
シ
ー
ト
ス
ー
パ
ー
く
じ
や
恒
例

の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
焼
き
ガ
キ
や
惣
菜
工
房
自

慢
の
エ
ビ
天
う
ど
ん
な
ど
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
し
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

春
本
番
！〝
町
お
こ
し
田
布
施
ぴ
ょ
ん

ぴ
ょ
こ
春
ま
つ
り
〞開
催
！

協
同
組
合
田
布
施
地
域
交
流
館

　
「
山
口
県
伝
統
的
工
芸
品
産
地
連
携
活

性
化
委
員
会
」
で
は
、「
萩
焼
」（
萩
陶
芸

家
協
会
：
三
輪
休
雪
会
長
）、「
大
内
塗
」

（
大
内
塗
漆
器
振
興
協
同
組
合
：
冨
田
潤
二

理
事
長
）、「
赤
間
硯
」(

山
口
県
赤
間
硯

生
産
協
同
組
合
：
日
枝
敏
夫
理
事
長)

の
各

産
地
が
連
携
し
て
、
新
商
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、「
萩
焼

の
陶
器
」
に
「
大
内
塗
の
技
法
を
用
い
て

漆
を
塗
っ
て
」
焼
き
付
け
を
行
い
、
さ
ら
に

「
赤
間
石
の
風
合
い
も
交
え
た
」
新
し
い
生

活
の
器
「
山
口
陶
漆
器
」
を
商
品
開
発
し

ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
大
内
塗
漆
器
振
興

協
同
組
合
組
合
員
の
有
限
会
社
中
村
民
芸

社
（
☎
０
８
３
―
９
２
７
―
０
６
１
９
）

新
た
な
生
活
の
器

 

「
山
口
陶
漆
器
」を
開
発

　
４
月
19
日
㈮
、「
第

26
回
全
国
菓
子
大
博

覧
会
」（
ひ
ろ
し
ま

菓
子
博
）
が
広
島
市

の
旧
広
島
市
民
球
場

跡
地
、
広
島
県
立
総

合
体
育
館
と
そ
の
周

辺
で
始
ま
り
、
会
場

の
パ
ビ
リ
オ
ン
８
館

の
う
ち
「
全
国
お
菓

子
め
ぐ
り
館
」で
は
、

全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
各
都
道

府
県
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
菓
子
工
業
組
合
（
小
熊
坂
孝
司

理
事
長
）
で
は
、
組
合
員
33
社
88
点
の
商

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
恒
松
専
務
理
事
は
、「
山
口
県

を
代
表
す
る
お
菓
子
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
山
口
の
素
晴
ら
し
い
お
菓
子
を
来

場
者
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
博
覧
会
で
は
、
厳
島
神
社
を
砂
糖
で

再
現
し
た
模
型
菓
子
、
本
物
そ
っ
く
り
の

孔
雀
な
ど
の
細
工
菓
子
な
ど
も
楽
し
め
ま

す
。
５
月
12
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

普
通
入
場
料
は
、
大
人
２
、０
０
０
円
、

シ
ニ
ア
（
開
催
最
終
日
時
点
で
満
65
歳
以

上
）
１
、６
０
０
円
、
高
校
生
１
、４
０
０

円
、
小
・
中
学
生
８
０
０
円
。

ひ
ろ
し
ま
菓
子
博
に

 

県
内
菓
子
を
出
展

山
口
県
菓
子
工
業
組
合

大
内
塗
漆
器
振
興
協
同
組
合

山
口
県
赤
間
硯
生
産
協
同
組
合
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中央会ＰＲ・お知らせ

COOLBIZ
夏のカイテキ、楽しくつくろう。

本会では、クールビズを５月１日㈬よりスタート！
クールビズ期間：５月１日㈬～10月31日㈭

メールマガジン配信登録しませんか！
　山口県中小企業団体中央会は会員サービスの一環として、1月より会員の皆様へホッ
トなお役立ち情報をいち早くお届けするメールマガジンを配信しています。また、組
合員企業の皆様への直接配信も行います。配信をご希望の方は、中央会HPのメルマ
ガ配信フォームに必要事項をご入力頂き、ご登録下さい。登録は無料です。
　ご登録はこちらから（http://axis.or.jp/mail-delivery）

第58回 通常総会のご案内
日　時：成25年６月10日㈪　13：30～
場　所：ホテルかめ福　山口市湯田温泉４－５　☎083－922－7000

 山口県中小企業団体中央会

昨年度通常総会より

会員の皆様の多数のご出席をお願いいたします。
お問い合わせ先：総務課　☎083－922－2606（担当：佐々木・前田）
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ３月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成25年３月期

　山口県内の「業界の景況（前年同月との比較）」は、
悪いと感じている人が、２月より減少している。
パン・菓子製造業では円安で原材料が値上がり気
味。窯業・土石製品では、関連する業種の廃業が
相次いでいる。サービス業では、乗用車の平均車
齢が7.95年となり、20年連続で高齢化。建設業か
らは、東北震災と円安で資材確保に影響がでてい
る等の報告である。全国的には、一部大手企業で
は好況との報道であるが、地方中小企業では、未
だ実感が得られていない。
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　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　好況感はまだない。円安で原料も上昇気味。 （パン・菓子製造業）
○　３月も速報値で＋3.4％と対前年同月をクリア。２月～３月は例年に比べ降
雪が少なく、海況も比較的安定していたことが要因。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　受注状況は引き続き低調。海外は特に中国生産が不採算となり、価格転嫁で
きないものは縮小と中止をしている。 （下着類製造業）
○　受注状況は好調である。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　木材価格は、対前年同月比で▲10％となり、そのため製材工場への出荷量も微
減となった。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　３月の駆け込み需要等も減り、需要の絶対量が減少している。このため受注価
格の下落も進み、利益が出ない。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　前年度に比べて出荷数量は増えているが、長い間、砕石単価が上がらないため、
売り上げは低いまま。 （砕石製造業）

○　土建業の廃業が相次ぎ、上工事だけが仕事であったのが、基礎工事をも実施
するようになった。その為に売上高が増加している。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　円安や株高等景気指数は上昇傾向にあるが、アベノミクス効果が地方に波及す
るにはまだまだ時間がかかると思う。景気上昇の実感としてはまだない。
 （一般機械器具製造業）
○　金型製造関係の生産状況は、今年に入りリピート金型が多い為、３月の設備操
業度は向上した。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　車両輸送部門は低迷の状況が当分続く見込みで、明るさが見えない。精密加
工は短納期品の受注で春先まで作業量に恵まれているが、その先は不透明な状
況。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　メディアの発表では、円安・株高により一部大手企業では好況となり、賞与増
が報じられているが、我々、中小の卸・小売業界では、まだ何の影響も見られない。
 （柳井市）

小 売 業
○　３月は移動時期で、商品は、買取が若干増加したように感じる。貴金属は高値
で推移している。 （中古品小売業）
○　売上、客数共に前年を下回り厳しい状況が続いている。 （周南市）

商 店 街
○　来街者は、昨年同月より相当減ってきている。アベノミクス効果がなく、賃金Ｕ
Ｐもない。高齢化率も人口の36％を占め、人口も１年間で1,000人近く減り、５年
先、10年先が思いやられる。 （萩市）

サービス業
○　３月は卒業等の人の動きが有り、割に売上のある月であるが、まだまだ消費者
の財布の紐が固く、昨年の３月と比べると売上は微減している。 （美容業）
○　乗用車の平均車齢が7.95年となり、20年連続で高齢化。点検整備が怠りがち
になる古い車への対応が今後ますます重要になる。 （自動車整備業）

建 設 業
○　営業力のある会社と、そうでない会社の差が出てきている。また、材料その他
の値上げが聞かれる。公共工事の前倒し発注に期待する。 （鉄骨工事業）
○　東北震災と円安の影響で、コンクリート、鉄材等の材料費、臨時的な人件費
が上昇。一部の企業では、資材の確保に支障が出ている。 （土木工事業）

運 輸 業

○　期末の３月は運送業界においても繁忙期であり、特に製造業界の「前倒し」出
荷などの影響もあって、荷物量は確保できている。油の値上がりがじわじわと続
いており、収益に影響を与えている。 （一般貨物自動車運送業）
○　タクシーチケットの取扱い金額は、前年同月比▲12.9％（平成25年２月１日～
３月20日分）となり、６月以降の大幅な減少に歯止めがかからないでいる。円安
と株価上昇で自動車産業等、輸出関連産業では景気が回復しているようだが、地
方の個人消費は一向に回復しているように思われない。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成25年３月期

景況動向
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中央会ＰＲ・お知らせ

「ものづくり補助金」を活用しませんか！
　国の緊急経済対策（平成24年度補正予算）の重点事業の一つとして、ものづくり中小企業・小規模事
業者が実施する試作品の開発（テスト販売を含む）や設備投資を支援するため、「ものづくり中小企業・
小規模事業者試作開発等支援補助金」（通称：ものづくり補助金）が創設され、山口県地域事務局である
山口県中小企業団体中央会は、本補助金の申請を受け付けています。

ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金

■　事業イメージ
　　試作開発、設備投資のための補助等
■　補助金額・補助率
　　補助上限額：1,000万円　補助率：３分の２（最大で1,500万円の事業に1,000万円の補助）
■　補助対象経費
　　 原材料費、機械装置費、外注加工費、技術導入費、直接人件費、委託費、知的財産権関連経費、専門家謝

金、専門家旅費、運搬費、雑役務費
■　補助対象者・補助対象事業
　　 　日本国内に本社及び開発拠点を有するものづくり中小企業・小規模事業者であり、以下のすべての要件

を満たす者
　　　⑴ 　顧客ニーズにきめ細かく対応した競争力強化の形態として、⑴小口化・短納期化型、⑵ワンストッ

プ化型、⑶サービス化型、⑷ニッチ分野特化型、⑸生産プロセス強化型の類型のいずれかに概ね合致
する事業であること ※詳細は裏面をご参照ください

　　　⑵　認定支援機関（注１）に事業計画の実効性等が確認されていること
　　　　　（注１） 地域の金融機関や公的な支援機関、税理士や弁護士、中小企業診断士など国の認定を受け

た機関です。
　　　⑶　「中小ものづくり高度化法」22分野の技術を活用した事業であること
■　受付期間
　　複数回受け付けします。（申請は郵送でお願いします）
　　１次公募は終了し、２次公募は５月末から６月初旬を予定しています。（全国同一の取扱いです）
　　※採択は、山口県審査会及び全国審査会を経て決定されます。

　本事業を円滑に実施するため、本会に「ものづくり支援室」を設置し、ものづくり技術の専門家である
５名のコーディネーターを委嘱し、ものづくり中小企業を積極的に支援していくこととしております。
　５名のコーディネーターの方々をご紹介いたします。どうぞ、お気軽にご相談ください。

申請先・お問い合わせ先　山口県中小企業団体中央会　ものづくり支援室
　（山口県地域事務局） 山口市中央４丁目５－16　山口県商工会館６階
 TEL 083‒922‒2606(代表)　　TEL 083‒902‒3755（ものづくり支援室）
 FAX 083‒925‒1860　　　　　ＨＰ http://axis.or.jp/
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私たちがサポートします!!
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

表紙写真
町おこし田布施ぴょんぴょこ春まつり

（田布施地域交流館）

　現在、組合業務全般を担当されている藤井さんと出羽（いずは）さん。
　趣味を伺うと、藤井さんは、「手芸（端切れを使った小物作りなど）、フェ
イスタオルの収集、ガーデニング」と、出羽さんは、「キティちゃんグッズ
の収集」と応えられました。
　モットーは、お二人とも、笑顔を絶やさないこと。
　事務局職員としては、いつも明るい声で、電話の応対をすることを心掛
けているそうです。
　組合のPRをお願いしたところ、「赤帽は、単なる輸送ではなく、荷主さ
んの心を運び、地域社会に貢献する組合です。また、拠点数は、全国に51
組合、このため、「地域密着型」のネットワークで、あらゆるビジネスニー
ズにお応えでき、「安心・満足」を提供しています。」と笑顔で答えていた
だきました。

2013May
今月の

さわやかレター

赤帽山口県軽自動車運送協同組合
藤井　啓子さん（右）、出羽　憲子さん（左）


